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デング熱やジカウイルス感染症は、主にウイルスに感染した蚊（日本ではヒトスジシマカ）
に刺されることによって感染します。

屋外で活動するときは、蚊に刺されないように、
対策をしましょう。
・ 肌を露出しない（長袖、長ズボン、靴など）
・ 白などの色が薄い衣服を選ぶ（蚊は色の
濃いものに近づく傾向がある）
・ 虫除けスプレーや蚊取り線香などを使う
などの方法が有効です。

蚊は、小さい水たまりを好んで卵を産みます。
住まいの周囲の水たまりを無くすことで、発生
する蚊の数を減らすことができます。

【問い合わせ】
下記の県保健福祉（環境）事務所
または県がん感染症疾病対策課 ＴＥＬ：092－643－3597

福岡県保健福祉（環境）事務所の問合せ先

筑紫保健福祉環境事務所 大野城市白木原３丁目５－２５ 保健衛生課感染症係 ０９２－５１３－５５８４

粕屋保健福祉事務所 糟屋郡粕屋町戸原東１丁目７－２６ 保健衛生課感染症係 ０９２－９３９－１７４６

糸島保健福祉事務所 糸島市浦志２丁目３－１ 保健衛生課 ０９２－３２２－５５７９

宗像・遠賀保健福祉環境事務所 宗像市東郷１丁目２－１ 保健衛生課感染症係 ０９４０－３６－６０９８

嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所 飯塚市新立岩８－１ 保健衛生課感染症係 ０９４８－２１－４９７２

田川保健福祉事務所 田川市大字伊田３２９２－２ 保健衛生課感染症係 ０９４７－４２－９３７９

北筑後保健福祉環境事務所 朝倉市甘木２０１４－１ 保健衛生課感染症係 ０９４６－２２－９８８６

南筑後保健福祉環境事務所 柳川市三橋町今古賀８－１ 保健衛生課感染症係 ０９４４－７２－２８１２

京築保健福祉環境事務所 行橋市中央１丁目２－１ 保健衛生課感染症係 ０９３０－２３－３９３５
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流行している地域に行ったときは、滞在中だけ
でなく帰国後も最低２週間は蚊に刺されないよう、
注意しましょう。

また、発熱、発疹、関節痛、結膜炎などの症状
が見られた場合には、医療機関を受診しましょう。

デング熱について詳しくは

ジカウイルス感染症について詳しくは

検索福岡県 デング熱

福岡県 ジカウイルス感染症 検索

http://www0.nih.go.jp/niid/entomology/pictures/albopictus/page_thumb14.html
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